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19世紀アイルランドに関わったイギリスの思想家の中には、アイルランドに対して共通した態度が見られた。

彼らには、最初のうちアイルランドに理解と同情を示すものの、自治の機運が高まると一転してその機運を制

止しようとする、言わば、アイルランドへの相反する感情が見られた。歴史家 R. F. Foster は、その著書 Paddy 

& Mr. Punch において、彼らのことを「境界人（marginal men）」と呼んでいる。「境界人」は、文化の境界に

身を置く人間、つまり、この場合、アイルランドとイングランドという二つの文化に接する人間であった。19

世紀イギリスの小説家、アンソニー・トロロープ(Anthony Trollope 1815-82)はこの典型例と言える。 

 トロロープは、多作家で知られており、長編小説 48 編（自伝・死後出版も含む）、短編 43 編、旅行記 5編、

伝記 3編、劇 2作を執筆している。彼は、小説家であると同時に郵便職員であった。それだけではなく、雑誌

の編集者をしていたこともある。また、多くの新聞・雑誌に、教育・文化・政治・宗教、様々な分野に関する

文章を寄稿しているように、ジャーナリスト的側面も持っていた。彼は、郵便職員としてだけではなく、個人

的にも様々な地域を旅行しており、ヨーロッパやアメリカはもちろん、アフリカ、オーストラリア、ニュージ

ーランド、西インド諸島などを訪れている。このように、彼の活動範囲は多岐にわたっていたため、その小説

も幅広い範囲を扱っている。トロロープは、イングランドの架空の都市 Barset を舞台にした小説やロンドン

を中心とした政治小説でよく知られているが、アイルランドや海外を舞台にした作品も執筆している。 

本論文では、トロロープの多くの作品の中でも、アイルランドテーマの小説、つまり、アイルランドを舞台に

した小説５作とアイルランド出身の青年 Phineas Finn を主人公とした小説 2作を中心に扱った。そして、「境

界人」としてのトロロープに注目し、彼が作品において、アイルランド固有の問題やイングランドとアイルラ

ンドの関係をどのような立場から描写しているのか、その際、アイルランドに共感するイングランド人として

の態度が作品にどのような影響を与えているのか、イングランド人であるトロロープが、どのようなアイルラ

ンド像を理想と考えていたのか、どのような役割をアイルランドに求めたのかについて、彼の作品と書簡、エ

ッセイなどを通じて分析した。また、トロロープがアイルランドを訪れた 1841年と、彼の亡くなる 1882年と

では、アイルランドを取り巻く状況だけではなく、彼の立場や内面も変化したが、この変化が作品に与えた影

響についても分析した。 

第 1章では、The Macdermots of Ballycloran (1847) において、トロロープのアイルランドへの共感とイン

グランド人的視点、というふたつの立場がどのように作品に反映され、影響を与えているのか、そして作者の

内面が主人公 Thadyにどのように反映されているのか、について分析した。 

第 2章では、The Kellys and the O’Kellys; or, Landlords and Tenants (1848)において、ふたつの立場が

作品にどのような影響を与えているのか、イングランド出身のトロロープが、どのようなアイルランド像を示

しているのか、について分析した。 

第 3章では、Castle Richmond (1860)において、トロロープのイングランド公務員としての立場、アイルラン

ドへの共感、実際に飢饉時のアイルランドを見た経験が、作品にどのような影響をもたらしているのか、また、

彼のアイルランドとイングランドの併合を支持する態度が、作品においてどのように示されているのか、につ

いて分析した。 

第 4章では、The Landleaguers (1883)において、トロロープがどのようなアイルランド像を描いているのか、

について、これまでのアイルランドを舞台にした作品と比較しつつ、分析した。 

第 5章では、アイルランドとイングランドがどのような関係にあることをトロロープは望んでいるのか、につ

いて Phineas Finn (1869)を中心に分析した。 

トロロープが持つ二重性は、まさに「境界人」としての立場から生じるものであり、作品の登場人物にも反映

されることになる。その人物像は、双方の文化に身を置く故に、トロロープと同様、ふたつの帰属意識に揺れ

る人物として設定されている。また、トロロープはアイルランドへの共感だけではなく、批判も示している。

共感と反感、愛着と嫌悪というアンビバレントな感情は、偉大な先人、エドマンド・スペンサー(Edmund Spenser 

1552-99)や W・M・サッカレー(W. M. Thackeray 1811-63) 、歴史家 J・A・フルード(J. A. Froude 1818-94)

など、アイルランドと関わった宗主国の人間に共通するものであった。 

以上の観点から、本論文はアイルランド体験がひとりの作家にどのような影響を与えたかを、テキストをもと

に分析したものである。 


